
　校友の皆様、今年は格段の猛暑ですが、いかがお過ごしでしょうか？
　会報『甫水』も号を重ね、34号を発行する事ができました。まさに平成という時代を綴ってきたように
思います。その平成最後の年の甫水のお悔やみの欄には、残念ながら校友会新潟県支部に多大なる貢献を
して下さった方々の氏名が並んでしまいました。これも時代の流れでしょうか。一抹の寂しさを感じます。
　ただ、スポーツ界では、相撲、水泳、陸上競技、ボクシングなど東洋大学出身者の活躍の目覚ましいも
のがあり、大いに元気づけられます。
　新潟県支部は、会員数の減少等もあり、近年厳しい予算ではありますが、その中で何とか会報『甫水』
を続けさせていただいております。新しい元号の来年に向け、どういう形の会報にしていくか、どうした
らより皆様方の為の会報になるかを考える時期となってきているようです。皆様方、御意見をお聞かせ下
さい。
 S50年文学部英米文学科卒　本 間　直 彦

編 集 後 記

●受章おめでとうございます
　旭日単光章	　　細貝　信和（S43年工学部機械学科）
■お悔やみ申し上げます
	　　長嶋　忠美（前東洋大学理事長・Ｓ48年経済学部)
	　　内田美磋子（Ｓ33年文学部）
	　　石橋　慶助（Ｓ40年社会学部）
	　　小林　広明（Ｓ57年法学部）

会 員 動 静 （敬称略）

【連絡先】　
会報部長　　　　　
上越地区事務局長　石田　秀男　〒942︲0071	上越市東雲町2︲8︲16	 電話	025︲543︲7224
中越地区事務局長　高坂　寛二　〒940︲0098	長岡市信濃2︲10︲35	 電話	0258︲35︲5878
下越地区事務局長　阿部　吉弘　〒959︲1865	五泉市本町2︲2︲12	 電話	0250︲42︲5061
会報事務局長　　　本間　直彦　〒950︲0992	新潟市中央区上所上1︲12︲6	 電話	025︲283︲3919

事 務 局 よ り
◎校友会費納入についてのお願い
　	　支部活動は校友会費納入による、支部
還元金によって運営されております。納
入頂いた方には、校友会本部から「東洋
大学校友会報」が年３回送付されます。
この甫水も還元金によって多くの方々の
手をわずらわし、発行させていただいて
おります。
　　年 会 費　3,000円
　　終身会費（１回完了）50,000円　
　　郵便振替　口座番号　00150︲0︲91833
　　加入者名　東洋大学校友会

◎ 甫水では、校友からの作品（絵画、書道、
俳句、短歌、挿絵、生け花、盆栽等）を募
集しております。
　	　自薦、他薦いずれでも結構です。又、
校友の動静がわかりましたら、ご連絡お
ねがいします。

校　　　歌

作詞　林　　古渓
作曲　山田　耕筰

亜細亜の魂再び此処に

目覚めしよろこび溢れつ人に

雄々しく掲げたり鬨
とき

の声

東洋大学生れぬかくて

亜細亜の天地暁明けて

仁義と慈悲との誠の光

今こそ輝け西の海

東洋大学務は重し

　『新潟県三条市で｢ひとづくり｣を！』をテーマに、大学野球次世代
主力選手たちが、８月９日から８月12日まで熱い戦いと地域の皆さん
との交流を行いました。会場は三条パール金属スタジアム、見附運動
公園野球場の２会場でした。参
加大学は東洋大学をはじめ、慶
応義塾大学、早稲田大学、明治
大学、立教大学、筑波大学、新
潟医療福祉大学の７大学です。
地元開催でもありますので、新
潟県支部としても今後協力して
いきたいと思っております。

第4回 大学サマーリーグ開催

　御嶽海（本名　大道久司　法学部企業法学科卒）が、先程行われま
した名古屋場所で初めて幕の内優勝を果たしました。今後大関とりの
期待が膨らみます。

大相撲‶御嶽海”幕の内初優勝
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